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日本文化のオントロジ
ー｢古事類苑』のデータベース化のために一〔論文版〕
相田満
OntorogyofJapaneseculture-Forthedatabseof''KQji-Ruien"-
AIDAMitsuru
およそ100年前に誕生した百科事典『古事類苑』は、35年間かけて作成された前近代の知識体系の精
華であるとともに、今なお日本最大規模の事典である。しかしながら、これまでその成立事情や意義が
注目されることは少なかった。本発表は、オントロジの観点から前近代における日本文化の基盤を考察
するに際して、 『古事類苑』の位置づけと、そのデータベース化への取り組みの一端を紹介する。
'Koji-Ruien'isanencyclopediathatwasbornaboutlOOyearsago・Itcons lidatestheessence
oftheknowledgeoftheformermodernages.Theyspent35yearsincompletion,andasaresu
ltittakesprideinaJapanesemaximumscalestillnow.HoweVer,nobodyknowsalotofthea
pprovalcircumstancesandthemeanings・Inthisreportassociation,IIwillconsiderthebas
eoftheJapaneseculturebeforemodel･nagesfromtheviewpointofOntology,bytheapproach
onthemakingtothedatabaseof'Koji-Ruien'.
第1節日本最大の百科事典
およそ100年前に成立した事典であるにもかかわらず、本文1,000巻、洋装本の体裁で51
冊(一部には60冊本もあり)、和装本では350冊という膨大な分量の『古事類苑』が日本最
大の百科事典であると言う評価は、今でも通用するだろう。
その編蟇経緯は、およそ次の通り。
1879年(明治29)に西村茂樹の建議が裁可されたことにより、文部省による編蟇作業は始
められた。後にその管轄は、東京学士会院、皇典講究所と移るが、編纂開始当初に作業に･ 蜘
関わった人たちを挙げると、川田剛、細川潤次
郎、佐藤誠實、松本愛重、黒川真頼、本居豐穎、
木村正辞、井上頼圀など、そうそうたる名前が
並び､万全たる体制で開始された事業であった。
事業は、一時は拡張へと向かいはしたものの、
編纂作業は難航し、その完成目処がなかなか立
たないことから、幾度も頓挫の危機を迎えた。
特に1895年（明治28）に皇典講究所の契約期限
が切れた時は、相当に深刻な事態であったよう
である。
のりふみ
結局は伊勢神宮宮司第67代目宮司鹿島則文(1
839-1901)の取り持ちにより、神宮司庁への移
管を内務大臣に願い出て、神宮司庁の資金援助
を受けることがかない、やっと完成にこぎ着け
たのであった。
そして1896年(明治29)年11月8日、第1冊目
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[1]洋装版『古事類苑』
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